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・変換不要/多肢・複数選択式/記述式

・タブレットPCで解答
・Wordだけで完結/タッチ・ペン対応
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ワードでテストをつくってみよう!   
手書きの解答をエクセルで採点しよう！

 A・B・C
アンサー ・ボックス・クリエイター



こんな課題はありませんか?

一人一台タブレットPCを導入。
でも、使いどころがよくわからない。

いままでワードで作ってきたプリントが
PCを使った授業ではほとんど使えない。

本当はこまめに小テストをやりたいけど
採点や集計が手間で、ためらってしまう。

いろんなテストをやるけど
細かい分析まで手が回らない。



こんな授業はいかがですか?

タブレット PC で「テスト」を実施。
ICT 機器の稼働率が圧倒的に上がります。

デジタル集計だから数秒で集計完了。
小テストの実施から平均点の発表までも、
ひとつの授業のなかで出来てしまいます。

すべてのワード文書が再利用可能。
貴重なライブラリに生まれ変わります。

学年全体の度数分布やヒストグラム、
個別のレーダーチャートなども簡単出力。
業務効率が格段に向上します。

自由記述式の問題もデジタルペン対応。



「ABC」の使い方

学年 /クラス/番号/名前欄

選択式・記述式解答欄

正解（正答例）の設定

出題観点の設定

各問題の配点の設定

ワードで
問題作成

各問題に配点・選択肢の数などが設定できます。

ユーザーフィールドには評価する「観点」も設定可能。
自動採点の際に観点別の評価・分析が可能です。

鉛筆やボールペンを「デジタルペン」に持ち替えるだけで、
事前に作成する模範解答や板書計画から解説動画をつくることができます。

+

使い慣れたワードの操作で
               デジタルテストが作れます。



TPCで
解答

タブレットパソコン

ピンチ/ストレッチで自由に拡大縮小。文字や図の細部まで確認できます。

画面タッチでの解答、タブレットを縦に持っての解答も可能です。

●タブレットで解答 ●紙とデジタルペンを使って解答

デジタルペンを使うと解答の手順を自動的に
データ保存できます。

「タブレット」でも「紙」でも簡単に解答。
解答手段もすぐデータで保存されます。



3

エクセルで自動採点・一括集計
「テストの評価」を「先生の指導」にスムースに反映できます
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理解度やつまずきを
速やかに評価・分析

分析データから
指導方針や授業計画を

ブラッシュアップ

形成的評価の「見える化」が進む

エクセルで解答データを自動集計。
解答の様子を把握し「指導」に結び付けます。



タブレット PC と ABC が実現する
「学習記録の測定」と「学力向上を実現する授業デザイン」

日々の授業での小テスト 反転学習・PC持ち帰り学習



校外学習・プレゼンなどの活動 重みをつけた成績処理

観点別項目を設問に設定して集計



誰でも使えるワードだからスムースに導入できる

Microsoft Word 2013 対応
  （次期バージョン にも対応予定）

ワード専用の
「ABCリボン」を搭載。
先生も生徒も快適に
操作できます。

ワードファイルの利活用・教材の充実

自分で作ってきたプリントはすべてワード形式。
それらを再利用してデジタルテストにリメイクできます。

ほかのソフトで作ったテストやプリント、私たちがすでに使っている教材、
問題集もワードに貼り付けるだけでデジタルテストを実施できます。
コスト面でも運用面でも大きなメリットですね。



デジタルテストのハードルは決して高くない

「いろいろな ICT ツールを導入してきましたが、なかなかデジタル化できなかったのが
生徒のためにつくるプリント。ABC を導入すれば多くの先生のニーズに
答えられますね。タブレットと手書きについての研究授業にもぴったり。
学校全体で ICT 活用を盛り上げていけそうです。」

ICT 機器の稼働率を全校レベルで向上させる

タブレット PC・ICT 機器の利活用

学校でタブレット PC を使うことが増えてきたから
テストもそっちのほうが簡単かも。

先生のテストの説明が動画になってて
とてもわかりやすかった。

タブレットの持ち帰り学習をやってるから
デジタルテストは予習のまとめに使えます。



校務の効率化・モチベーションの向上に

エビデンスに基づいた教育施策につながる
「地域間の学力差、同じ地域の学校間の学力差、
それらが先生方の指導とどう関係するのか、明確なエビデンス
として把握できそうです。好例があれば、教員向けの講習や
勉強会などで多くの方とシェアしていきたいです。」

「私たち教員を悩ませるのが、膨大な校務。
テストの採点と校務システムとの連携ができれば、転記漏れなどの
人為的なミスも減って安心できます。心に余裕が生まれさえすれば、
生徒の学力のケアや保護者への説明責任なども充分に果たせます。
なにより、テストを通して教え子の努力が自動的にデータとして返って
くれば、授業運営や指導法の改善へのモチベーションも高まりますよね。」

エビデンス収集・学校全体の活性化



数値で見える理解度・形成的評価テスト

自分の授業の改善点がわかったのは大きい

「評価」と「指導」を一体化できるツール

「授業の準備、授業、テストづくり、採点までをひとりでやっていると、
どうしてもルーチンワークになりがち。試しにデジタルペンで解説ムービーを
　つくってみると、生徒の気持ちになって自分の指導をみることができ、改善
　　すべきところがはっきりわかりました。ムービーをひとつ作れば他のクラス
　　でも使えますし、同じ科目の先生にチェックしてもらうこともできますから、
　　授業の質の向上につながります。」

「定期テストなどの「総括的評価」では、単元によっては中途半端な理解のままで
終わってしまうことがあります。簡単な小テストでもいいから、スムースに運用できて、
すぐに結果が見えるようになれば、生徒の日々の「形成的評価」が
できるようになります。次の時間にもう一度解説しようとか、
グループ学習でちょっと難しい問題に取り組もうとか、
一歩踏み込んだ授業の組み立てができるようになりますね。」




